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　宮城県唐桑町はいまでは気仙沼市になっている。岩手県海岸部の
南端にあたる陸前高田と境を接する土地だ。舞根地区は奥行きの深
い湾に面した一角で、気仙沼の市街地からは山をひとつ、曲がりく
ねった山道によって越えて行かなくてはならない。舗装はされてい
るが街灯のひとつもない道で、雪が降る冬の夜などは相当あぶない
のではないかと思う。５月、縁あって、この海岸を訪ねた。言葉を
失うほどすばらしい海だった。

　おじゃましたのは「森は海の恋人」というスローガンに立つ植林
運動で知られる畠山重篤さんのお宅。湾のもっとも奥まったところ
に牡蠣の養殖場があり、その筏を見下ろす高台、最高のロケーショ
ンに家がある。沿岸部の地図を見てもらうとわかるが、指のように
奥まった湾の端に位置している。このあたりは元来「水山」という
地名で、山肌からいくつもの小さな流れが湧き出ては海に注いでい
るのだという。海の水は澄んでいる、と同時に、いかにもゆたかな、
懐の深い緑色を帯びている。海はいきなり深くなる。岸辺から石を
投げれば届きそうなところが養殖の現場、牡蠣の成長の場所だ。冬
は牡蠣、夏は帆立が、ここから出荷される。

　いま仮に「冬」と呼んだものの、「牡蠣はＲのつく月に」という
言い伝えにこだわる必要はなく、５月でも新鮮きわまりない生牡蠣
が食べられる。畠山さん自らが達人の技をもってナイフ一本ではら
りと開けてくれる牡蠣の肉は、はちきれそうなほど肉厚で、掌の幅
ほどの大きさ。何もつけず頬張れば、それは海の本質としかいいよ
うのない、単純かつ無限に複雑な旨味で口の中をいっぱいにしてく
れる。

　ここを訪ねることは長年の夢だった。ぼくは畠山さんの著書の長
年の愛読者で、名著『リアスの海辺から』は「文化人類学」の授業

牡蠣の海への旅から牡蠣の海への旅から
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で教科書に指定したこともある。森が海を育てる。水
系が森の滋養を運ぶ。エコロジーという言葉は端的に
いって「すべてがすべてにつながっている」ことへの
覚醒、その意識をさすが、生態系の思想を牡蠣漁師の
現場から説得力ある、地に足が着き腕を波で洗う言葉
で語ってくれたこの本にふれたときのよろこび、そし
てそれが最後にスペイン・ガリシア地方のリアス式海
岸への旅で締めくくられることへの感動は、いまも鮮
明に覚えている。その旅の起点だった畠山さんの拠点
の海に、いまこうしてやってきたのだ。

　自宅のすぐ下にある作業場から、船を出してもらっ
た。快晴の午後、みるみる岸から遠ざかる船にはクレー
ンが設置されている。これで牡蠣が成長するワイアを
引き上げるのだ。あの山が室根山、と後方を指さしな
がら畠山さんがいう。台形にも見える遠い山頂が、こ
の地方の漁民たちの「山測り」つまり位置計測の目印
であり、気仙沼湾をうるおす大川の源流でもあった。
標高895メートル。畠山さんたちが「牡蠣の森」と呼
んだ、植林運動の最初の対象地域でもあった。

　「森は漁民の命」とかつて畠山さんは『森は海の恋人』
に書いていた。「森の恵みが無ければ１日も生きてゆ
けない」と。そもそも海に出るための木造船すら、杉、
檜、欅、松の４種類の樹木から作られる。「木造船は、
海に浮かぶ森」であることの所以だ。大島を右手に見
ながら湾の外まで出ると、さすがに風も強く冷たく波
も高くなる。濃い緑の山々を見ると、見渡すかぎりの
風景がまさにまるごとひとつの生態系であり、個々の
生命の単位をはるかに超越した大きな脈動を共有して
いることが感じられる気がする。

　そして森と海をむすぶ物質循環の、連鎖の鍵を握る
のが鉄だということも、畠山さんに教わった。「2011
年４月」に「あとがき」が書かれた感動的な著書『鉄
は魔法使い』を読んでみてほしい。中学生のころ、牡
蠣の赤ちゃんが食べる植物性プランクトンの培養の決
め手が雑木林の腐葉土であることを知って以来の疑問
が、北海道沿岸の「磯焼け」（つまりは海の砂漠化）
の報道をきっかけに氷解する。北海道沿岸に欠けてい
るのは鉄であり、しかも植物プランクトンや海藻に
とって吸収しやすい、「フルボ酸鉄」だった。磯焼け
の原因は森林破壊であり、逆に気仙沼の海のゆたかさ
を支えるのは、海上から見わたすかぎりの山と森なの
だった。

　畠山さんの探求の目は、さらに海洋の「深層大循環」
やジェット気流がもたらす黄砂に含まれる鉄といっ
た、惑星規模の物質循環にむけられる。もっとも身近
にあった牡蠣から出発して、水系を遡って海から山に
森にいたり、三陸から地球各地へと旅は拡大し、認識
はそれにつれて深まり、深まるとともにどんどん新た
な疑問も湧く。フィールド科学としての生態学のこの
実践者の姿から、われわれが学ぶべきことはきわめて
多い。

　やがて湾内に戻り、牡蠣筏の引き上げを見せても
らった。７、８メートルはあるワイアに500個ものみ
ごとな牡蠣がついている。それ以外に海鞘やムール貝
も海藻も、まるで海の花束のようにいろいろなものが
ついている。それはほとんどむせるようなゆたかさで、
何かおこぼれはないかと窺いつつカモメたちが乱舞す
るのもおもしろい。

　当たり前のことだけれど、場所があり、土地がある。
われわれを生かす物質循環があり、ヒト社会が生存の
すべてを負いながらも破壊をくりかえす環境世界があ
る。何につけ、現場のある人のお話をうかがうのは楽
しい。かれらとの対話に貢献できるような何かを、着
想を、ヴィジョンを、文学作品をはじめとする表現世
界から見出してゆこうと思う。
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　生命は、新陳代謝の働きによって、自己に対立する他者
を食い尽くし、そうすることで自己と他者の区別を止揚す
る。ドイツの哲学者ヘーゲルは、そこに生命の本質を洞察
した。そんなヘーゲルの思想に否を突きつける者が、三重
県鳥羽水族館にいる。彼の名はダイオウグソクムシ「No.1」
である。
　ダイオウグソクムシは等脚類の海生甲殻類である。見た
目がダンゴムシに似ていることから、水族館によっては「ダ
ンゴムシの遠い親戚」と紹介されることもある。しかし、
その大きさは、ダンゴムシを遥かに凌駕する。体長は平均
で20－40㎝、最大で50㎝ほどにもなる。その巨体たるや、
街行く子猫と肩を並べるほどである。加えて、3500個の
複眼を持っており、その威圧感は筆舌に尽くしがたい。主
食は海洋生物の死骸である。光の届かない海底で息を潜め、
死骸を発見すると食事に取り掛かる。「海の掃除屋」とい
う異名にふさわしく、海底に滞留する生物の死骸を跡形も
なく一掃する。その生態には未だに多くの謎が残されてい
るという。
　「No.1」は、2007年９月に鳥羽水族館に入館した体長
29センチのオスだ。同館では毎月１回餌を与えている。
ところが、彼は09年１月に約50グラムのアジ１匹を摂食
した後、唐突に何も食べなくなった。筆者が本稿を執筆し
ている時点では、未だに絶食を継続している。既に1500
日の絶食を超えている。原因は不明であるという。
　この不可解な事件が、新聞やテレビなどのメディアで盛
んに取り上げられ、世間の注目を集めている。どこかグロ
テスクで、どこかメカニカルで、半透明の神秘的な風貌を
持つ「No.1」は、瞬く間にその名を知られていった。そ
の影響もあって、同館ではダイオウグソクムシグッズの売
れ行きが好調であり、ジュゴンやラッコなどの人気者たち
を脇に追いやる下剋上ぶりである。2013年の端午の節句
では、同館はダイオウグソクムシの鯉幟まで作ってしまっ
たという。
　筆者は新聞で彼のことを知り、何とも釈然としない不可
解な気分に襲われたのを覚えている。何の兆候もなく、何
の理由もなく、ある日唐突に、動物が絶食を始める。飼育
員が餌を置いても、一切反応を示さない。そんなことが本
当にあるだろうか。その事実は、長く犬を飼っている筆者
には、いかにも奇怪であった。動物というものは、食べ物
があれば見境なく手をつけるものだろう。思慮分別を失っ
て、我を忘れながら貪り食うのが、動物の一番動物らしい
姿だろう。筆者にはそうした偏見があった。そして、「No.1」
はその偏見を鮮やかに裏切ったのだ。
　同時に、筆者はあるエピソードを思い出した。イタリア
現代思想の哲学者、ジョルジュ・アガンベンが紹介した、
タネガタマダニにまつわる逸話である。

　アガンベンは『開かれ』（2002）の中で、動物学者のヤ
コプ・フォン・ユクスキュルの環境世界に対する洞察を要
約している。人は、人間も動物も、みんな同じ時間と空間
の地平に属していると考えがちである。しかし、実際には
そうではない。そうした考え方は、この世界は単一のもの
である、という前提に基づいている。しかし、動物たちが
生きている世界は、実際には人間の生きている世界とは全
く違っている。動物の生きる世界は、その動物の知覚器官
と密接な連関を持っているのであり、どのような器官を持

っているかによって、現れる世界も変わってくるのである。
それが環世界Umweltという概念である。
　その具体例が、タネガタマダニによって示される。この
ダニは、樹の小枝にぶら下がって、温血動物を待ち伏せす
る。下を動物が通ると、ダニは動物の上に落下して、吸血
する。この一連の出来事から、このダニが生きている世界
には、少なくとも枝が見えているのであり、動物の姿が見
えているのであり、甘美な血の味覚が存在するだろうと、
人は思う。ところがそうではない。まずこのダニには眼が
ない。耳もない。味覚も備わっていない。ダニが感知でき
るのは、動物の汗が発する酪酸の匂いだけである。ダニは
その匂いに反応して、運任せに枝の下へ落下する。着地し
た場所が摂氏37度の温度であり、吸血することができる
柔らかさがあれば、見境なくその場所に口を突き刺す。だ
から、このダニにはそもそも温血動物がどういうものか理
解できていない。というよりも、このダニが生きている世
界には、酪酸の匂いと、摂氏37度の温度と、口を突き刺
せる柔らかさしか存在していないのだ。ただそれだけの要
素で構成されているのが、タネガタマダニの環世界である。
　この哲学的な議論の最後を、アガンベンは一風変わった
エピソードを紹介することで閉じている。それは、あるダ
ニが、ドイツのロストックという都市にある実験室で、
18年間、餌を与えずに生きたまま飼われていた、という
記録である。アガンベンはそのエピソードに、こう付け加
えている。
18年ものあいだつづいたこの宙吊り状態に置かれたダ
ニとその世界に、いったい何が起きていたのか。環境と
の関係の内部にどっぷりつかっていた生物が、その環境
が絶対的に欠如した状態で、いかにして生き延びるなど
ということが可能だったのか。そして、時間もなく世界
もなく「待つ」ということは、いったいどういう意味な
のか。（ジョルジュ・アガンベン, 恩田温司・多賀健太
郎訳, 『開かれ 人間と動物』, 平凡社, 2011, 84頁）
 
　新聞を広げる筆者の頭に、同じ疑問が、絶食するダイオ
ウグソクムシ「No.1」に対して浮かんできた。彼が生き
ている世界には、何が浮かび上がっているのだろう。もち
ろん、ロストックのダニと「No.1」とでは状況が違う。
「No.1」の目の前には餌があるのだ。なのに、「No.1」は
それに手を付けようとしない。筆者は想像する。彼が生き
ている世界の中で、その餌はどんな風に現れているのだろ
う。それは、彼の環世界の中で、唯一彼が認識できるもの
なのではないか。輪郭のない無遠慮な暗闇の中で、目の前
に置かれた餌は、まるで光を纏ったかのように、煌々と浮
びあがっているのではないか。そしてその餌を食べること
こそ、自分が生きているという手応えを感じさせる、ほと
んど唯一の行為なのではないか。それなのに彼は餌を食べ
ることを拒否している。頑なに。何故だろう。
　あるいは、彼は「深海の掃除屋」として産まれてきたこ
とを、哀しんでいるのかも知れない。自分で選んだわけで
はないのに、気が付いたときには、光の射さない暗黒で死
骸を貪り続けることを宿命づけられていることを、嘆いて
いるのかも知れない。彼を取り巻く人間たちの好奇心に満
ちた眼差しを受けながら、寡黙を貫く彼の半透明の背中か
らは、そんなものを感じる。

戸　谷　洋　志（大阪大学文学研究科後期博士課程）
ダイオウグソクムシ「No.1」の絶食

■ASLE-J-Grad［院生組織より］
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フォリカルに結びつく。

　 

　

　　図３　　　　　　　　　　図４
　飛行機の反復。荷（ナイルパーチ）を積み過ぎて、
墜落した飛行機の残骸（図４）。漁をする人々の上空
を飛び交う飛行機（図５）。スケッチとして描かれる
飛行機には、魚が張り付く（図６）。湖面に映る飛行
機の影は、差異を伴い反復し、映画のトーンとイメー
ジを定める。そして、飛び立つ飛行機を見送るタンザ
ニア女性のラストショットに至るまで、このモチーフ
は嫌悪と魅惑を誘発するのだ。

　

　　図５　　　　　　　　　　図６
　では、飛行機は純然たる資本主義の権化なのか。或
いは、西欧の搾取の象徴なのか。答えはさらなる迷宮
へと観客を導くだろう。加工されたナイルパーチを運
び、人々の富を収奪する飛行機。それは、アフリカの
内戦を加速する武器をもたらす。ロシア人パイロット
が言う「どうしたらコンゴで戦争ができるんだい？　
誰が爆弾やカラシニコフを持ち込むと思う？いいか、
エール・フランスでもなければ神様でもない。武器を
運んでいるのは他でもない俺たちだよ」。ナイルパー
チは武器となり、武器はナイルパーチとなるのだ。こ
の狂気に関するザウパー自身の見解は、こうだ「言う
までもなく飛行機は多くの象徴を運ぶ機械です。＜
グローバル化の象徴＞、＜暴力の象徴＞、人間とし
てではなく別の意味での＜優位性の象徴＞を運び込ん
でいます」（『グローバル化と奈落の夢』せりか出版、
2006年）。グローバルのシステムがアフリカを収奪し、
暴力の種子を蒔く。なけなしの資源／ナイルパーチと
交換され、武器は人々の人生を奪う。ザウパーはこの
悪循環を活写し、＜グローバリゼーション＞にカタチ
を与えるのだ――グローバル資本主義の理論は、ウォ
ール・ストリートよりも資本が現実に生み出される場
所のほうがはっきり見え、分かりやすいからです」。ウ
ォール・ストリートではなくヴィクトリア湖畔を見る。
確かに、貧者の全てを奪う貧困ビジネスの方が、資本
主義の真実に近いかもしれない。ナイルパーチが外敵
のいない湖で増殖したように、小魚／アフリカを喰ら
う資本主義は、グローバル化の＜リアル＞だろう。

　最後に、『ダーウィンの悪夢』上映を巡る論争に関
して、グローバルなスキャンダルを紹介しよう。奇し
くも『クローバル化の奈落の夢』で、西谷修が事の経
緯を詳しくまとめているので、ここでは最低限度の情
報にとどめたい。『レ・タン・モデルヌ』2005年12月号。
ここに『ダーウィンの悪夢』の酷評が掲載される。映
画はアフリカの真実をねつ造し、不安を煽っている、
と。パーチ産業は富の収奪ではなく、経済貢献であり、
産業の活性化であるという論調である。以後、ザウパ
ーは、複数の批判を受け、窮地に立たされることにな
る。だが、あるジャーナリストが彼をそこから救い出
すのだ。アフリカを取材してきたベテラン・ジャーナ
リスト、ジュリアン・コマーは、『レ・タン・モデル
ヌ』の記事を書いたフランソワ・ギャルソンという人
物に着目する。ギャルソンとは何者なのか。彼は広告
企業ハヴァスやそのグループのカナール・プリュスで
働いた経歴を持つ。ハヴァスの株主はポロレ・グルー
プ（タンザニアで事業を展開）。そしてこのグループ
は、ナイルパーチ最大の輸入業者カルフールやマクド
ナルドと蜜月である。つまり、ギャルソンを経由して、
ナイルパーチ・ビジネスの裏の顔が見えてくるのだ。
植民地時代から続くフランスのアフリカ利権。「フラ
ンサフリック」と呼ばれるコネクションは、いまだ健
在というわけだ（加えるなら、EUの補助を受けてい
る現地企業やEUの主要輸入業者アヴォナ・フードが、
映画のネガティヴ・キャンペーンを展開していた事実
も分かっている。同じ穴のムジナが、強烈なノーをこ
の映画に突きつけたのだ）。グローバリゼーションの
悪夢を暴くことは、西欧資本主義のダークサイドに直
結する。だからこそ、この映画は招かれざる客となる。
　ナイルパーチとマクドナルド。この関係から予想す
るに、フィレオフィッシュは確実にナイルパーチ。だ
とすると、どうしてもある光景がフラッシュバックす
る。『ダーウィンの悪夢』が反復するモチーフは二つ
ある。それは、（パンパンに肥って見える）飛行機と（身
を削がれた）ナイルパーチの死骸（図７）である。

　　図７　　　　　　　　　　　
　白身を削り取られた巨大魚の残滓。それは、地元の
人々の貴重な食料であり、同時にアフリカ収奪を象徴
する。これを知ると、フィレオフィッシュの味が変わ
るだろう。何だか、食べられない。だが、僕らが白身
魚／ナイルパーチを食べるとき、その「向こう側」を
想像することは、決して無駄でないはずだ。（了）
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■2013年度ASLE-Japan／文学・環境学会　
第1回役員会のご報告

　2013年５月25日（土、10:00～13:00）に、東北大学
川内キャンパス（仙台市青葉区川内41）A304教室にて、
2013年度第１回役員会が開かれました。まず、報告事項
として、ニューズレターNo.32発行とNo.33編集の進捗状
況、会誌『文学と環境』第16号編集の進捗状況、新規入
会・退会者、広報活動（書誌情報更新）、院生組織の活動
（ウェブサイト掲載の用語集の更新等）、ASLE-Japan20周
年記念出版事業、ASLE-Taiwan主催東アジアASLE合同シ
ンポジウム（2012年12月;台湾）についての報告がありま
した。続いて、審議事項として、2012年度決算報告およ
び2013年度予算案、今年度全国大会のプログラム、2013
年度一部役員改選、終身会員制度導入、2014年東アジア
ASLE合同シンポジウム開催、ASLE（US）からの学会参
加費助成対象者選定要請への対応、役員会開催時期の見直
しについて各担当役員より説明があり、審議を経て各案が
了承されました。また、会費の値上げの可能性についても
審議されましたが、今年度は見送ることとなりました。な
お、昨年度全国大会基調講演講師の渡辺利雄氏より寄付が
あったことが報告されました。渡辺先生には、改めて感謝
申し上げます。
 
■2014年東アジアASLE合同シンポジウム

開催のお知らせ
と　き：2014年11月22日（土）～23日（日）
ところ：名桜大学（沖縄県名護市為又1220－1）
※シンポジウムは、2014年度全国大会と同時開催となる
予定です。シンポジウム・全国大会での研究発表応募要領
などについては、学会ウェブサイト・メーリングリストに
てお知らせします。

■ウェブサイトおよびメーリングリストのご案内
　学会ウェブサイトでは、ASLE-Japanの活動内容を会の
内外に広くお知らせすることをめざし、すでに過年度のニ
ューズレターを広く公開するなどの取り組みがはじまって
います。なかでも、会員のみなさまに是非ご活用いただき
たいのが、有志が管理しているフェイスブック（facebook）
の情報です。学会ウェブサイトホームで「News」をクリ
ックし、ページの下のほうをご覧いただくと、環境文学関
係の様々な最新情報（イベントやCFP、新刊情報なども）
がご覧いただけます。
　また、会員メーリングリストは、メーリングリスト登録

済みのメールアドレスより、会員各自で自由に投稿してい
ただくことが可能です。会員同士の情報共有などにご活用
ください。なお、ニューズレター発行時期（６月・12月）
以外で、特に会員宛ての急ぎのお知らせがある場合は、メ
ーリングリストにてご連絡いたします。登録・メールアド
レス変更などについては、事務局までお知らせください。

＜会費納入のお願い＞
　例年通り、６月末発行のNewsletter 発送に合わせて振
込用紙を同封しております。年会費（一般5,000円、学生
2,000円）の納入をお願いいたします。

　　　　　　口座番号　01300-0-93821　
　　　　　　加入者名　文学環境学会

（フリガナ：ブンガクカンキョウガッカイ）

広報から
　2013年５月はじめに、ASLE-J書誌情報リスト更新版の
アップロードをいたしました。アドレスは以下のとおりです。
ご協力くださいました先生方、ありがとうございました。
http://www.asle-japan.org/publications/会員による出版物/
　今後も定期的に情報の更新をしてまいりますので、会
員の皆様のご出版やご活動等の情報を広報委員の大野美砂
（misa＠kaiyodai.ac.jp）までお送り下さい。次回の更新
は2013年11月ごろを予定いたしております。具体的な締
め切りなどにつきましては改めてご案内をさせていただき
ますが、情報のご連絡はいつでもお待ちしております。こ
れまでに情報をお寄せいただいている先生方は、新しい情
報のみをご連絡ください。これまで情報をお寄せいただか
なかった方々からのご連絡もお待ちしております。どうぞ
よろしくお願いいたします。

ASLE-J　広報委員　喜納育江、大野美砂、河野千絵

編集後記
　なんなのだろう。最近とてつもなく老けてきた気がする。 
教室で笑っている、まだ十代の学生達。話題が合わないの
は、ずいぶん前からそうであり、「ジェネレーション・ギ
ャップ」のせいだと思ってきた。でも、もはやそんな言葉
に収まらないほど、彼らとの間には壁がある。 「老い」と
いう階段を降るだけの自分。これから「生」の階段を駆け
上がる彼ら。 焦燥にも似た感情を抱きながら、今日も目の
前に積み上がった仕事をひたすら片付ける。ほんとうは他
に何か、もっとするべきことがあるような気がするのだが。
「彼ら」に伝えねばならない「言葉」が、どこかに、何か
しらあったはずなのだが。 願わくばこのNLが、そうした
旧世代から新世代への橋梁となりえますように。

（編集委員一同）

事 務 局 よ り


